
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
契
約
締
結
前
の
書
面
の
交
付
）

第
百
三
十
条

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
及
び
貸
主
の
登
録
番
号
（
貸
主
の
登
録
番
号
の
括
弧
書
に
つ
い
て
は
、
記
載
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

二

各
回
の
返
済
期
日
及
び
返
済
金
額
の
設
定
の
方
式

三

契
約
上
、
返
済
期
日
前
の
返
済
が
で
き
る
か
否
か
及
び
返
済
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

四

期
限
の
利
益
の
喪
失
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

五

媒
介
手
数
料
の
計
算
の
方
法
及
び
そ
の
金
額

六

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項

イ

指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
す
る
場
合

当
該
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
手
続
実
施
基

本
契
約
を
締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
当
該
手
続
実
施
基
本
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争

解
決
機
関
の
名
称
又
は
商
号

ロ

指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
し
な
い
場
合

当
該
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
の
苦
情
処
理

措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
の
内
容

２

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

３

一
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
貸
主
が
当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約
の
相
手
方
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に

対
し
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
前
項
に
規
定

す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
た
と
き
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
は
、前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面
に
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
前
項
に

規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。

一

保
証
契
約
の
種
類
及
び
効
力
（
極
度
額
の
説
明
を
含
む
。）

二

保
証
の
対
象
と
な
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
残
高
の
総
額

三

保
証
債
務
の
極
度
額
そ
の
他
の
保
証
人
が
負
担
す
る
債
務
の
範
囲

四

貸
付
け
に
係
る
契
約
の
契
約
年
月
日

五

貸
付
け
に
係
る
契
約
の
貸
付
け
の
金
額

六

貸
付
け
に
係
る
契
約
の
貸
付
け
の
利
率

七

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
返
済
の
方
式

八

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
返
済
期
間
及
び
返
済
回
数
（
極
度
方
式
保
証
契
約
（
貸
金
業
法
第
二
条

第
九
項
に
規
定
す
る
極
度
方
式
保
証
契
約
を
い
い
、
貸
金
業
貸
付
媒
介
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
十
号
に
お

い
て
同
じ
。）に
あ
っ
て
は
、
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。）

九

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
賠
償
額
の
予
定
（
違
約
金
を
含
む
。）に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

十

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
各
回
の
返
済
期
日
及
び
返
済
金
額（
極
度
方
式
保
証
契
約
に
あ
っ
て
は
、

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
各
回
の
返
済
期
日
及
び
返
済
金
額
の
設
定
の
方
式
）

十
一

契
約
上
、
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
返
済
期
日
前
の
返
済
が
で
き
る
か
否
か
及
び
返
済
が
で
き

る
と
き
は
、
そ
の
内
容

十
二

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
期
限
の
利
益
の
喪
失
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

十
三

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
残
高
及
び
そ
の
内
訳
（
元
本
、
利
息
及
び
当
該
貸
付
け
に
係
る
契
約

に
基
づ
く
債
務
の
不
履
行
に
よ
る
賠
償
額
の
別
を
い
う
。）

十
四

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
証
期
間
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

十
五

媒
介
手
数
料
の
計
算
の
方
法
及
び
そ
の
金
額

５

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
民
法
第
四
百
五
十
四

条
の
規
定
の
趣
旨
と
す
る
。

６

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。

一

保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
弁
済
の
方
式

二

保
証
契
約
に
賠
償
額
の
予
定
（
違
約
金
を
含
む
。）に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

三

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
の
登
録
番
号

四

主
た
る
債
務
者
及
び
保
証
人
の
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
及
び
住
所

五

貸
付
け
の
契
約
に
関
し
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
受
け
取
る
書
面
の
内
容

六

保
証
人
が
負
担
す
べ
き
保
証
債
務
以
外
の
金
銭
に
関
す
る
事
項

七

保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
弁
済
の
方
法
及
び
弁
済
を
受
け
る
場
所

八

保
証
契
約
に
期
限
の
利
益
の
喪
失
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

九

貸
付
け
の
契
約
に
基
づ
く
債
権
に
つ
き
物
的
担
保
を
供
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
担
保
の
内
容

十

貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
一
部
が
弁
済
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き
は
、
そ
の
事
由
、

金
額
及
び
年
月
日

十
一

保
証
契
約
上
、
保
証
人
が
保
証
契
約
を
解
除
で
き
る
と
き
は
解
除
事
由
、
解
除
で
き
な
い
と
き
は
そ
の
旨

十
二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項

イ

指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
す
る
場
合

当
該
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
手
続
実
施
基

本
契
約
を
締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
当
該
手
続
実
施
基
本
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争

解
決
機
関
の
名
称
又
は
商
号

ロ

指
定
貸
金
業
貸
付
媒
介
紛
争
解
決
機
関
が
存
在
し
な
い
場
合

当
該
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
の
苦
情
処
理

措
置
及
び
紛
争
解
決
措
置
の
内
容

７

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
証
契
約
の
内
容
を
説
明
す
る
書
面
を
保
証
人
と
な
ろ

う
と
す
る
者
に
交
付
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
面
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載

し
た
二
種
類
の
書
面
を
同
時
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
保
証
契
約
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二

当
該
保
証
契
約
の
詳
細
を
記
載
し
た
書
面
（
保
証
の
対
象
と
な
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
が
二
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
契
約
ご
と
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
四
項
各
号
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）並
び
に
前
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項

８

第
百
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
べ
き
書
面
を
作
成
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
書
面
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
明
ら

か
に
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
事
項
を
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字

及
び
数
字
を
用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
方
法
と
す
る
。

（
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る
同
意
前
の
書
面
の
交
付
）

第
百
三
十
一
条

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

一

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
又
は
貸
主
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
が
貸
付
け
の
契
約
の
相
手
方
の
債
務
の
弁
済
に
充

て
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

二

死
亡
以
外
の
保
険
金
の
支
払
事
由

三

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
事
由

四

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
又
は
貸
主
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
額
に
関
す
る
事
項

五

保
障
が
継
続
す
る
期
間
に
関
す
る
事
項

２

準
用
貸
金
業
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面
に
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
日
本
産
業
規
格
Ｚ

八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
及
び
数
字
を
用
い
て
明
瞭
か
つ
正
確
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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